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キク回場での責色蛍光灯によるオオタバコガの防除
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オオタタヾコガ″“rた。,“?″α″"七Crα(HSbner)は

1994年以降,奈 良県を含む西日本を中心にナス,

トマ トなどの果業類やキク,バ ラなどの花井類で,

幼虫が呆実や花を食害 じ問題となつている。幼虫

がlt物体に食大することや既存の多くの殺虫剤に

対する感受性が低下していることに加えて,雌 成

虫が夜行性で 1ケ所に 1-敦 卵づつ,国 場全体に

産卯することが殺虫キ」散布による防除を著しく困

難にしている。

オオタバコガをはじめとするヤガ類に対 して

は,物 理的な防除方法が検討きれ 1 .,黄 也

賞光灯や施設開田部のネ ットによる被覆などが実

用化している。特にカーネーション施設などでは

責色営光灯による防除が広 く普及している。また,

キクヘの応用についても検Tlされている.が
,童

色蛍光灯の夜間点灯がキクの花芽分化に影響する

ことから実用化には二っていない.っ

そこで,ま 色蛍光灯によるオオタバヨガ防FFの

実用化を目的として, 11)回 場内の,(度がキク

のイ[茅分化を抑制する照F_より低 くくなるような

設置方法,(2)こ のような設置方法でのオオタ

バヨガの飛来防止効業,に ついて調査したので結

果を報告する。

黄色蛍光灯の設置方法および照度調節方法

詞容は北葛城郡新庄町弁のとの 8月 咲きキク固

場 (12m X25m,品 種
“
豊の里

Ⅲ
,“白天意

い
)で

行つた。栽堵管理は農家により地域の慣行で行な

われた。

あらか じめ,蛍 色堂光灯の照度を05m～ 7 Dl

までの距離,地 上からlmの 高さで照皮計 (ミノ

ルタデブタル照度計「lH)を 用いて測定した。こ

の結果をもとに黄色蛍光灯 (東輝虫よけ用バーラ

ンブ,BFT100V24W)を 畝から06m離 れた位置

に,約 7m間 隔で9基配置し (第2凹 参FF),キ

クの章丈 (約lm)を 考慮し地上から蛍光灯中央

部までが約 2mの 高さとなるように農業用支柱バ

イプ (機械構造用銅管,191mす )で 吊り下げた

(第1図)c

第 1図  黄 色蛍光灯設置状況
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また,回 場内の昭度は,宜 光灯の回場側に面し

た部分に幅 4cmの 布テーブを張 り進光すること

により調節 した。なお設置 した黄色蛍光灯は1998

年 6月 16日から7月 18日まで点灯 した。
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照度分布調査

供試した黄色賞光灯の照度は,水 平照度では光

源から35mの 距離で21xであったことから, 7m

間隔の設置により国場外周部は21x以上の照度と

なる。オオタバコガに対する防除効果がある照度
は 1 lx以上とされており・

t今 回の設置方法で圃場

外周部ではこれ以上の照度が確保できる。また,
キクの花芽分化を抑制する照度は敏感な品種で

101x程度とされている2が
,県 内で栽培されてい

るキク品種中にはより光に敏感な品種が含まれて
いる可能性がある。そこで,1998年 7月10日,調
査圃場のキク栽培畝上での水平照度を照度計 (ミ
ノルタデジタル照度計■lH)で測定した。その結

果,今 回の設置方法では黄色蛍光灯に最も近い栽

★                ★
第 2図  黄 色蛍光灯設置回場内の照度分布
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培畝でも31x未満であり,国 場全体ではおおむね

1 lx以下であった (第2図 )。このHR度ならばキク

の花芽分化への影響はほとんどないと考えられた。

オオタバコガ飛乗防止効果の検討

調査圃場および30m程 度離れたキク圃場 (蛍光

灯非設置圃場,20m× 50m,品 種
“
玉の雪

"な
ど)

にオオタタヽヨガの性フェロモントラップ (サンケ

イ化学梨)を 設置した。6月 16日から7月 18日まで

の問,飛 来したオオタバヨガ雄成虫数を調査した。

その結果を第 1表 に示した。黄色蛍光灯設置圃場,

非設置圃場 ともにトラップヘの誘殺が確認された

が,黄 色蛍光灯設置圃場では期間中の誘紋は5匹

に止まった。これに対 し,非 設置圃場では21匹の

誘殺があった。また, 7月 7日 に両圃場でそれぞ

れ1000茎以上のキクを対象にオオタバコガによる

被害茎数を調査 した。キク茎先端部が食害により

芯止まりとなったものを被害茎とした。その結果,

第 2表  黄 色蛍光灯設置,非 設置回場でのキクの
被害茎数

Tabe2 The nじ mttrs of damaged chりsanthemum
shoot by Hellcoverpa arr71gera worm wih
and w thout yemow fluOrescentlumps

調査茎数 松害茎数  松 害率%
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第 1表 黄 色蛍光灯設置,非 設置圃場での性フェ
ロモントラップヘの誘殺数

Table J  The numbers ofアイθlrcθレerpa aiR′θθra

trapped、vth and w thOut yel owv fluore―
scentlumps

調査月日  6/2223 26 30 72 7 10 13 19

設置固場  3 1 0 o l o o o o

非設置圃場  7 1 2 3 1  1  1  1 4

設置固場

非設置圃場

1200

1400

0

170

0

1 2 1

非設置国場では約12%の 技害があったのに対し,
設置圃場内では被害はなかった (第2表 )。

黄色蛍光灯によるヤガ類への防除効果には飛来

忌避と蛍光灯下での活動抑帝Uの両方があるとされ

ている。。今回の黄色蛍光灯設置方法では,圃 場

内のほとんどの部分の照度が 1 lx以下であった。
この照度ではオオタバコガの活動抑制効果は期待
できない。しかしす設置国場では被害はなく,幼
虫も観察されていない。このことから, トラップ
ヘの誘殺数の差は国場への飛来忌避による飛来の

減少によるものと推定された。

現在,キ ク栽培現場でのオオタバヨガ防除は8月

中旬までは性フェロモントラップヘの誘殺状況に応
じた殺虫剤散布が中ットで,そ れ以降は定期的な薬剤

散布を行っている。今回の設置方法による黄色蛍光

灯による防除は,圃 場への飛来を減少させ,キ クの

生育にも影響のないこと力推認できた。電源等の間
題はあるが,こ の方法の普及により大幅な薬剤散布

回数の軽減力渕 待できる。寄 ,々実 用化に向け,飛
来忌避だけでの被書回避程度について異なる条件で
の調査結果を蓄積していく必要がある。

筆末になったが,快 く圃場を提供して下さった

北葛城郡新庄町弁の庄の日仲清高氏に厚 く御礼申
し上げる。
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